


















ワースが詩の中で提唱している ＜賢明な受動性＞ （wise passiveness） 
を中心的なキーワードとして，チャーリーの独自性と彼が後継者に選ば
れた理由を考えたい。
キーワード：ロアルド・ダール  Roald Dahl，『チャーリーとチョコレート工場』Charlie 
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